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沼
宮
内
小
創
立
150
年
記
念
式
典
は
昨

年
11
月
23
日
に
開
か
れ
、
６
年
生
38
人

に
よ
る
カ
ラ
ー
フ
ラ
ッ
グ
の
演
舞
と
、
鼓

笛
隊
の
見
事
な
演
奏
が
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を

飾
り
ま
し
た
。

沼
宮
内
小
150周

年
伝
統
の
鼓
笛
隊
演
奏
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岩手町長
佐々木 光司

町
長
年
頭
の
あ
い
さ
つ

２
０
２
４
年（
令
和
６
年
）

年
の
初
め
に
あ
た
り
、
謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を

申
し
上
げ
ま
す
。

不
穏
な
世
界
情
勢
の
中
、昨
年
は
一
昨
年
に
続
き
、

円
安
や
燃
料
高
、
物
価
高
、
資
材
高
騰
な
ど
が
私
た

ち
の
生
活
や
産
業
に
色
濃
く
影
響
を
与
え
た
年
で
し

た
。
ま
た
異
常
と
も
い
え
る
気
象
状
況
が
続
い
て
お

り
、
遅
霜
や
猛
暑
に
よ
り
農
作
物
が
大
打
撃
を
受
け

た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
厳
し
い
状
況
の
中
だ
か
ら
こ
そ
、
希

望
を
失
わ
ず
、
一
歩
一
歩
前
進
す
る
こ
と
を
念
じ
な

が
ら
「
若
者
に
選
ば
れ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
進
め
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。若
い
世
代
が
地
元
に
残
り
、

か
つ
町
外
か
ら
移
住
さ
れ
る
皆
さ
ん
を
迎
え
入
れ
る

こ
と
で
、
よ
り
町
の
産
業
経
済
が
活
力
を
創
出
し
、

町
の
皆
様
の
幸
せ
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

主
な
施
策
に
つ
い
て
は
、
町
の
産
業
基
盤
で
あ
る

農
林
畜
産
業
の
さ
ら
な
る
振
興
を
図
る
べ
く
、
町
独

自
の
中
小
規
模
農
業
の
支
援
事
業
を
引
き
続
き
展
開

し
て
参
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
農
業
者
の
皆
様
の
声

に
耳
を
傾
け
、
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、
魅
力

あ
る
農
林
畜
産
業
の
振
興
施
策
を
推
進
し
ま
す
。

昨
年
は
施
策
の
大
き
な
柱
で
あ
る
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ

イ
ド
（
地
域
へ
の
愛
着･
誇
り
）
の
醸
成
に
つ
い

て
、
特
に
そ
の
大
切
さ
を
感
じ
た
１
年
で
も
あ
り
ま

し
た
。
お
祭
り
や
郷
土
芸
能
、
そ
し
て
ホ
ッ
ケ
ー
を

は
じ
め
と
す
る
ス
ポ
ー
ツ
で
、
子
ど
も
や
若
者
が
生

き
生
き
と
活
躍
す
る
姿
に
接
し
、
本
町
の
シ
ビ
ッ
ク

プ
ラ
イ
ド
の
原
点
を
見
た
思
い
で
し
た
。
こ
れ
ら
の

要
素
を
も
う
一
度
捉
え
直
し
、「
地
元
学
」
と
合
わ

せ
て
さ
ら
に
振
興
し
て
い
く
必
要
性
を
感
じ
ま
す
。

「
住
む
ひ
と
、
来
る
ひ
と
み
ん
な
で
創
る
ま
ち
」

こ
れ
は
現
在
の
町
総
合
計
画
の
基
本
目
標
の
１
つ

で
す
。
祭
り
や
郷
土
芸
能
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
を
通
じ

て
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
を
高
め
な
が
ら
、
町
に
関
わ

る
皆
さ
ん
で
「
次
世
代
へ
つ
な
ぐ
」
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
ま
す
。

本
年
は
、
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
）
の
推
進
、子
育
て
世
代
支
援
、フ
ュ
ー

チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
の
整
備
と
起
業
創
業
や
移
住
定
住

支
援
、
関
係
人
口
・
交
流
人
口
の
増
加
策
を
推
進
す

る
と
と
も
に
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
住
み
よ
い

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
ま
い
進
し
て
参
り
ま
す
。

本
年
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
対
話
」
で
す
。
世
代
を

超
え
た
対
話
に
よ
る
交
流
を
活
発
に
し
、
国
内
外
の

自
治
体
、
あ
る
い
は
研
究
機
関
、
企
業
と
の
連
携
の

中
で
町
の
持
続
可
能
性
を
模
索
し
な
が
ら
、
ひ
た
む

き
に
明
る
く
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

本
年
の
干
支
は
、
甲き

の
え
た
つ辰で

す
。
昇
り
龍
の
ご
と
く

上
昇
志
向
で
、
希
望
に
満
ち
た
明
る
い
年
に
な
り
ま

す
よ
う
、
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

ひたむきに明るく、
　若者に選ばれる
　　“対話のまち”を目指して

謹
賀
新
年

農林畜産業のさらなる振興
　ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）の推進
　　フューチャーセンターの整備と移住定住支援
　　　関係・交流人口の増加策
　　　　子育て世代の支援

【写真】　石神の丘美術館　　「 Harmony with the Breeze 2020」　（西野康造）
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　　岩手町秋祭りが開催。豪華絢蘭な山車や郷土
芸能団体が意気盛んに通りを練り歩き、観衆を
魅了（沼宮内地区）

　　県知事選挙と県議会議員選挙が行われる。
　　地元千葉伝氏は県議８選（町内21投票所）
　　町クラフト市が開催。２日間で約4,000人
　が来場するなど賑わいを見せる（大町商店街）
　　町の補助金を活用する形式で、振興会主催
　の敬老会が初開催。各地で地域の工夫を凝ら
　したアトラクションが行われる（16日、五日市
　生活改善センター）
　　川口秋まつりが４年ぶりに開催。秋浦大名
　行列・通称「ドッコイ」や川口きつね踊りなど
　の郷土芸能、風流山車が練り歩く（川口地区）
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2023[令和５] 年
紙面で見る
町の出来事

８月

９月

10月

　町政懇談会「私たちが創る笑顔がいっぱいい
わてまち会議」が開催（町内４カ所）

　町消防出初式で消防団員ら約300人が無火災
を誓い、防火意識を高める（役場駐車場）
　町はたちのつどいが開催。対象者133人のう
ち86人が出席し晴れの日を祝う（森のアリーナ）

　2023[ 令和５] 年、町ではさまざまな出来事が
ありました。本紙「広報いわてまち」では、1 月
号から 12 月号まで２88 ㌻に町の話題を掲載し
ました。広報紙面とともに１年間の町の出来事を
振り返ります。

１月

２月

　０歳から２歳児の保育料を第１子から無料に
　町内７公立校で入学式。182人が新たな学校
生活をスタート
　町スポーツ少年団が結成50年。記念の結団式
が行われ、青少年の育成に貢献した個人と団体
を表彰（森のアリーナ）

春の叙勲で、岩﨑茂さん＝土川出身＝が瑞宝大
綬章を受章。下村修さん＝下町＝が瑞宝双光章、
辻本隆さん＝大森＝、山本キエさん＝今松＝、三浦
好隆さん＝犬袋＝が瑞宝単光章をそれぞれ受章。

１日

16日

29日

6-8日

４月

　町田んぼアート実行委による田植えが実施（一
方井・浮島地区）
　町ふるさと会の総会が４年ぶりに開かれ、会員
相互が旧交を温める（東京都新宿区）
　町消防演習が４年ぶりに開かれ、町消防団員と
町婦人消防協力隊が日頃の訓練の成果を披露（町
総合グラウンド）　

７日

８日

11日

６月

８日

８日

6-13日

　 NPO法人SETが運営する中高生の自主的な活
動や学習を支援するいわてユースセンター「ミ
ライト」が開館（野口町地区）

３月
　12日

７月
　町長ら関係者が「いわて春みどりトップセー
ルス」でブランドキャベツ「いわて春みどり」を
市場や卸売業者にＰＲ（東京都・大田市場）
　色鮮やかな田んぼアートが見頃を迎える（一
方井・浮島地区）
　任期満了に伴い、新たに10人の農業委員を任
命、16人の町農地利用最適化推進委員を委嘱（役
場会議室）

３日

中旬

20日

４
年
ぶ
り
の
町
消
防
演
習
で
は
士
気
旺
盛
な
消
防

団
員
が
機
敏
な
動
作
を
披
露（
７
月
号
２
‐
３
㌻
）

11~13日

　　「御縁寄席」が開催。落語家の三遊亭楽大さ
　んが古典落語を披露（プラザあい）
　　全国スポーツ少年団ホッケー交流大会でい
　わてホッケースポ少女子が第３位に入賞
　（東京都、大井ホッケー場）
　　町夏まつりが開催され、祭り屋台や1,000発
　の花火が夜空を彩る（道の駅「石神の丘」）
　　全日本中学生ホッケー選手権大会で本年度
　発足したクラブチーム岩手U-15男子が準優
　勝を果たす（岡山県岡山市）
　　特別国民大会東北ブロック大会が町で開
　催。岩手県代表が少年・成年男女とも優勝し、
　総合優勝を果たす（町ホッケー場）
　　日本モルック協会の公認大会「モルックい
　わてまち☆ドリーム大会」が初開催。全国か
　ら強豪チームがしのぎを削る（旧浮島小）

18~21日

9､10日

6~8日

　　秋の叙勲で、前町長の民部田幾夫さん＝水
　堀＝が旭日小綬章、佐々木伊三郎さん＝子   
　九十＝が瑞宝単光章を受章
　　全日本中学生都道府県対抗11人制ホッケー
　大会で岩手U-15男子が第３位に入賞
　（福井県越前町）
　　第62回町芸術祭舞台部門が盛大に開催。俳
　優の常盤貴子さんと元宝塚OGの森奈みはる
　さんらがトークショー。園井恵子の思いを語
　り継ぐ記念公演（森のアリーナ）
　　岩手町が日本ホッケー協会公認のホッケー
　タウンに認定（役場町長室）
　　町内13の郷土芸能団体による第45回町郷
　土芸能発表会が開催。花巻市の春日流落合鹿
　踊などが特別出演（森のアリーナ）

　沼宮内小で創立150周年の記念式典。卒業
生で町ふるさと大使の柴田泰孝さんがミニコ
ンサート（沼宮内小）

　　いわてまち女性の会が歳末チャリティー
　ショーを開催。活気ある演出でステージを盛
　り上げた（プラザあい）

３日

12日

14日

19日

23日

26日

11月

11、12日

　　岩手県立大の学生が作成した豊岡地区の開
　拓の歴史を紹介する絵本が1,000部出版。県
　内の書店などで取り扱い開始。

8日

12月

　いわてまちイルミネーション「冬の花畑」が開
催。幻想的な真冬の風景に町内外から3,700人
が来場（石神の丘美術館オープンシアター）

3-12日 　北緯40度公園春まつりが４年ぶりに開催。春
の風物詩の歌謡ショーに沸く（北緯40度公園）
　長年町の特別職を務め、町勢の発展に寄与し
た13人が町顕彰表彰を受賞（役場会議室）

５日

25日

５月

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
祭
典「
セ
ン
ト
パ
ト
リ
ッ
ク
ス

デ
ー
」に
ち
な
み
イ
ベ
ン
ト
開
催
（
４
月
号
２
‐
３
㌻
）

　 アイルランドの交流親善大使に任命された沼
宮内高の生徒５人が首都ダブリンを訪れ、大使
館や現地の学校などを訪問し、交流を深める（ア
イルランド・首都ダブリン）

14-21日

　いわてまち男女共同参画フォーラムが開催。
講演とワークショップを実施（プラザあい）

　26日

　 アイルランドフェスティバルが開催。沼宮内
高生徒による訪問交流発表、アイリッシュ音楽の
演奏が披露（プラザあい）。大町商店街に緑の旗
が掲示。石神の丘美術館が緑色にライトアップ。

25日

　町内初ドローン配送の実証実験。物流用ド
ローンが一方井小と森のアリーナを往復。

　16日

　町婦人消防協力隊が結成50年の記念式典を開
催（森のアリーナ）

　19日

24~27日

４
年
ぶ
り
の
川
口
秋
ま
つ
り
で
は
秋
浦
大
名
行
列
の

勇
壮
な
掛
け
声
が
通
り
に
響
く
（
10
月
号
２
‐
３
㌻
）

14日

６日

27日

16日

3日

22~24日

　　開館30周年を記念し彫刻家・三沢厚彦氏
　を紹介する企画展「ANIMALS in ISHIGAMI 
　no OKA」が開催（～11月26日、石神の丘美術館）

23日

　　「燃ゆる感動かごしま国体」でホッケー少年女
　子が３位、少年男子が４位入賞（鹿児島県薩摩川内市）
　　自由参加型のスポーツイベントとして町民体
　育祭が開催（森のアリーナ）
　　第41回町産業まつりが盛大に開催。昨年に
　続き沼宮内高の文化祭「沼高祭」とコラボ（森の
　アリーナ）
　　第50回日本橋・京橋まつりに町観光協会の
　風流山車が初参加し、ビル群を練り歩く（東京都
　中央区）

９日

21、22日

８~12日

29日

東
京
都
中
央
区
の
目
抜
き
通
り
を
堂
々
と
練
り
歩
く

町
観
光
協
会
の
南
部
風
流
山
車
（
12
月
号
２
‐
３
㌻
）
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　岩手県立大生と豊岡地区
の交流がきっかけで、絵本
「この場所なあに？～岩手
町豊岡地区での不思議な思
い出～」が出版されました。
ストーリーは、町に住む小
学生のさくらちゃんが、帰
り道に出会った猫の案内で
豊岡地区の開拓の歴史を知
るというもの。旧豊岡小や
「青空教室」など、県立大
生が住民へ聞き書きした内
容を基に、話が展開します。

豊岡地区の歩みを紹介

絵本を朗読する高橋彩乃さん

県立大生らが絵本制作

樺
太（
現
ロ
シ
ア
・
サ
ハ
リ
ン

州
）か
ら
の
入
植
者
が
開
拓
を

行
っ
た
豊
岡
地
区
を
紹
介
す
る
絵

本「
こ
の
場
所
な
あ
に
？
」を
、岩

手
県
立
大
の
学
生
ら
計
７
人
が
制

作
し
ま
し
た
。
昨
年
度
、学
生
は

授
業
で
地
区
住
民
に
入
植
当
時
の

話
を
聞
く「
聞
き
書
き
活
動
」を

実
施
。
昨
年
２
月
、学
生
ら
は
地

区
の
歴
史
を
多
く
の
若
い
世
代

に
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、聞
き
書

き
を
基
に
紙
芝
居
と
絵
本
を
制
作

し
、町
内
小
学
生
を
対
象
に
読
み

聞
か
せ
を
行
い
ま
し
た
。
そ
し
て

今
回
、岩
手
教
育
総
合
研
究
所
の

協
力
で
、絵
本
の
出
版
が
決
定
。

絵
本
の
完
成
に
伴
い
、昨
年
12

月
８
日
、役
場
会
議
室
で
報
告
会

が
開
か
れ
、絵
本
の
制
作
メ
ン

バ
ー
の
高
橋
彩
乃
さ
ん（
22
）、聞

き
書
き
活
動
を
し
た
村
上
輔た
す
くさ
ん

（
22
）＝
総
合
政
策
学
部
４
年
＝
ら

関
係
者
が
、制
作
の
経
緯
を
紹
介

し
ま
し
た
。

豊
岡
自
治
振
興
会
の
北
構
政
美

会
長（
72
）は「
短
期
間
で
絵
本
を

制
作
し
て
く
れ
た
こ
と
に
驚
い

た
。
地
区
の
歴
史
が
絵
本
と
し
て

形
と
し
て
残
る
も
の
に
な
っ
た
こ

絵本のストーリーは住民の聞き書きを元に創作

「この場所なあに？」

沼
宮
内
小（
山
本
一
行
校
長
、児

童
２
３
９
人
）の
創
立
１
５
０
周

年
記
念
式
典
は
昨
年
11
月
23
日
に

行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
全
校

生
徒
や
保
護
者
、地
域
住
民
ら
約

４
０
０
人
が
出
席
。
冒
頭
で
は

６
年
生
38
人
の「
校
歌
」と「
ミ
ッ

キ
ー
マ
ウ
ス
マ
ー
チ
」の
堂
々
と

し
た
鼓
笛
演
奏
が
、開
幕
を
飾
り

ま
し
た
。
山
本
校
長
は「
先
輩
方

の
多
く
の
努
力
に
よ
っ
て
作
り
あ

げ
ら
れ
た
輝
か
し
い
校
風
を
継
承

し
、発
展
さ
せ
て
い
く
た
め
、さ
ら

な
る
努
力
を
続
け
ま
す
」と
あ
い

さ
つ
。
児
童
会
長
の
岩
崎
翔し
ょ
う
と飛
さ

ん（
６
年
）は「
歴
史
の
あ
る
小
学

校
で
学
ん
だ
こ
と
は
僕
た
ち
の
誇

り
。
先
輩
方
が
作
っ
た
伝
統
を
引

き
継
ぎ
、沼
宮
内
小
の
自
慢
を
さ

ら
に
増
や
し
、未
来
へ
バ
ト
ン
を

つ
な
い
で
い
く
」と
誓
い
ま
し
た
。

ま
た
同
校
卒
業
生
で
ボ
ー
カ
リ

ス
ト
の
柴
田
泰
孝
さ
ん
の
ミ
ニ
コ

ン
サ
ー
ト
が
開
か
れ
、伸
び
の
あ

る
歌
声
で
節
目
を
祝
福
。

同
校
は
１
８
７
３（
明
治
６
）年

４
月
に
開
校
し
、こ
れ
ま
で
１
万

３
８
５
３
人
が
卒
業
し
ま
し
た
。

伝
統
と
誇
り
を

  
未
来
に
繋
い
で

沼
宮
内
小
・
創
立
１
５
０
周
年

校歌の合唱で体育館いっぱいに歌声を響かせる児童

と
で
、絵
本
が
全
国
に
広
が
っ
て

ほ
し
い
し
、集
落
を
離
れ
た
住
民

の
子
ど
も
た
ち
の
手
元
に
届
け
た

い
」と
感
激
。

高
橋
さ
ん
は「
出
版
を
通
じ
て
、

町
内
そ
し
て
県
内
の
人
に
豊
岡
地

区
の
魅
力
や
歴
史
を
知
っ
て
も
ら

う
機
会
に
な
っ
た
り
、住
む
地
域

に
目
を
向
け
る
き
っ
か
け
に
な
っ

て
ほ
し
い
」と
力
を
込
め
ま
し
た
。

絵
本
は
１
０
０
０
部
制
作
さ

れ
、町
内
の
小
中
学
校
や
図
書
館

な
ど
に
寄
贈
。
県
内
の
書
店
や
、

出
版
元
の
盛
岡
出
版
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
の
サ
イ
ト
か
ら
購
入
で
き

ま
す
。
ま
た
売
り
上
げ
は
同
地
区

に
寄
付
さ
れ
、地
域
振
興
な
ど
に

活
用
さ
れ
る
予
定
で
す
。

開
拓
の
歴
史
が
絵
本
に

明治４年１月
明治４年10月
明治５年　　
明治６年４月12日
明治35年５月４日
明治38年９月３日
大正３年９月８日
昭和13年10月15日
昭和31年４月１日
昭和36年３月１日
昭和42年７月23日
昭和49年４月７日
昭和54年１月20日
昭和56年１月20日
平成６年11月３日
平成28年４月１日
平成30年４月１日
平成30年12月10日
令和２年３月６日
令和３年３月９日

沼宮内郷学校設立
沼宮内小学校に改称
学制発布
公立沼宮内小学校として創立
町内火災により校舎類焼、民家を校舎に代用
校舎新築（沼宮内９地割上の山）
校舎増築
校舎新築
御堂村五日市小学校を統合
完全給食開始
簡易プール設置
視聴覚室完成、プール建設
体育館新築
校舎新築
プール改修工事完了
町立北山形小学校、岩瀬張小学校と統合
町立水堀小学校と統合
本校舎トイレ全面洋式化工事終了
全教室（特別教室除く）エアコン設置工事終了
体育館大規模改修工事終了

■学校の歩み　～History ～

①代表の挨拶をする児童会長の岩崎翔飛さん（６年）
②歌声で会場を魅了するボーカリスト柴田泰孝さん

②

①

  

１
５
０
年
の
節
目
を
祝
う



地域の公衆衛生向上に貢献
公衆衛生功労者表彰

　令和５年度公衆衛生功労者表彰式は昨年11月７日に行
われ、公衆衛生功労者として、町公衆衛生連絡協議会長の
中関康一さんが県知事表彰を受賞しました。また公衆衛
生模範団体として五日市自治振興会、一方井婦人会の２
団体がそれぞれ県知事表彰を受賞しました。

　36年間の長きにわたって、町
交通指導員として、街頭指導や
交通安全教室など交通安全活
動に尽力されました。

　21年間の長きにわたって、
町国民健康保険運営協議会の
委員として事業の健全な運営
に貢献されました。

東北管区警察局長・東北
交通安全協会長連名表彰
交通安全功労者

岩手県国民健康保険
県知事表彰

前 町交通指導員
四日市 秀夫さん（69）

町国民健康保険
運営協議会委員
宮田 左京さん（72）

農業の振興と発展に寄与
第 59回県農業委員会大会

　一般社団法人岩手県農業会議が主催する令和５年度県
農業委員会大会は昨年11月９日に行われ、松本良子さん
が農政功労者表彰を受賞しました。

農
政
功
労
者

松
本
良
子
さ
ん（
69
）＝
新
田
＝

35 年以上の勤続者を表彰
町商工会永年勤続従業員表彰

　令和５年度永年勤続従業員表彰岩手町長表彰状授与式
は昨年11月17日、役場町長室で行われ、町内の企業に35
年以上勤務する田村照夫さんに表彰状が送られました。

50
年
勤
続

田
村
照
夫
さ
ん（
渡
電
気
）

松本 栄（69）＝新田＝

　県内初の女性会長として、町農
業委員会会長に就任。農業経営の
合理化などに取り組み、産業・農
村の振興に努め、町政の発展に貢
献しました。

県内トップクラスの大規模経営
体として、安全・安心な野菜生産
を実現。産業振興に先駆的な役割
を果たし、町政の発展に貢献しま
した。

岩手町農産加工組合
町勢功労表彰

松本 栄（69）＝新田＝三浦 正美さん（68）＝太田＝
町勢功労表彰

令
和
５
年
度
町
勢
功
労
等
表
彰

受賞者紹介

松本 栄（69）＝新田＝松本 良子さん（69）＝新田＝
町勢功労表彰
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野

各
分
野

各
分
野

各
分
野

各
分
野

各
分
野

各
分
野

各
分
野

各
分
野

各
分
野

各
分
野

各
分
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各
分
野

各
分
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各
分
野

各
分
野

各
分
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各
分
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各
分
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各
分
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各
分
野

各
分
野

各
分
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各
分
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分
野

各
分
野

各
分
野

各
分
野

各
分
野

各
分
野
のののののののののののの
尽
力
尽
力
尽
力
尽
力
尽
力
尽
力
尽
力
尽
力
尽
力
尽
力
尽
力
尽
力
尽
力
尽
力
尽
力
尽
力
尽
力
尽
力
尽
力
尽
力
尽
力
尽
力
尽
力
尽
力
尽
力
尽
力
尽
力
尽
力
尽
力
尽
力
やややややややややややや
貢
献
貢
献
貢
献
貢
献
貢
献
貢
献
貢
献
貢
献
貢
献
貢
献
貢
献
貢
献
貢
献
貢
献
貢
献
貢
献
貢
献
貢
献
貢
献
貢
献
貢
献
貢
献
貢
献
貢
献
貢
献
貢
献
貢
献
貢
献
貢
献
貢
献
ににににににににに
光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光

【表彰式出席者】（前列左から）田村進さん、三浦正美さん、佐々木光司町長、山中義一さん、熊谷三郎さん、岩崎イツコさん
（後列左から）吉田和彦副町長、岩手 U-15 ホッケークラブ・畑中涼太副主将、沢屋敷仁良主将、久保大樹監督、佐藤卓教育長

令
和
５
年
度
町
勢
功
労
等
表
彰

式
は
昨
年
11
月
28
日
、
役
場
会
議

室
で
行
わ
れ
、
町
農
業
委
員
会
会

長
と
し
て
長
年
に
わ
た
っ
て
農
業

経
営
の
合
理
化
に
取
り
組
ん
だ
松

本
良
子
さ
ん
（
69
）
＝
新
田
＝
ら

４
人
を
町
政
功
労
者
、
町
老
人
ク

ラ
ブ
の
育
成
と
組
織
運
営
に
尽
力

さ
れ
た
田
村
進
さ
ん
（
85
）
＝
一

方
井
＝
ら
３
人
を
善
行
表
彰
、
全

国
規
模
の
大
会
で
準
優
勝
と
い
う

成
績
を
収
め
た
岩
手
U
︱
15
ホ
ッ

ケ
ー
ク
ラ
ブ
男
子
チ
ー
ム
と
ホ
ッ

ケ
ー
男
子
日
本
代
表
で
活
躍
す
る

田
中
海
渡
選
手
（
28
）
を
特
別
表

彰
と
し
て
表
彰
し
ま
し
た
。
席
上

で
は
、
佐
々
木
光
司
町
長
が
「
町

民
を
代
表
し
て
、
受
賞
者
の
皆
様

の
ご
功
績
に
敬
意
を
表
す
る
と
と

も
に
感
謝
を
申
し
上
げ
る
。
皆
様

の
さ
ら
な
る
活
躍
に
期
待
し
ま

す
」
と
功
績
を
た
た
え
、
今
後
の

活
躍
に
期
待
を
込
め
ま
し
た
。

町
勢
功
労
表
彰
に
４
人

松本 栄（69）＝新田＝

　林業の機械化を進め、先進的な
林業の模範となり町椎茸生産組合
の組合長を務めるなど、しいたけ
生産分野で長年にわたって産業振
興に努めました。

　長年にわたって、県・町の婦人
団体連絡協議会で会長・副会長を
務め、女性の社会参画の促進や地
域課題の解決、明るい地域づくり
に取り組みました。

岩手町農産加工組合
町勢功労表彰

松本 栄（69）＝新田＝故 大坊 邦子さん（80）＝犬袋＝
町勢功労表彰

松本 栄（69）＝新田＝山中 義一さん（66）＝曲り＝
町勢功労表彰

松本 栄（69）＝新田＝

　町老人クラブ連合会と一方井地
区老人クラブ連合会の会長・副会
長を務め、長年にわたり、老人クラ
ブの育成及び組織運営に多大な貢
献をされました。

　令和５年７月20日、古舘川で、
流されそうになっている人を発見
し、速やかな119番通報と救助活
動で救出しました。

岩手町農産加工組合
町勢功労表彰

松本 栄（69）＝新田＝

岩崎 イツコさん（71） ＝盛岡市巻堀＝

善行表彰

松本 栄（69）＝新田＝田村 進さん（85）＝一方井＝
善行表彰

熊谷 三郎さん（84）＝盛岡市巻堀＝

松本 栄（69）＝新田＝

　令和５年８月に岡山県瀬戸町で開催された「第53回全
国中学校ホッケー選手権大会」で、町内３中学校を主体に
した男子チームは準優勝を果たし、岩手町の名を全国に
知らしめ、町のスポーツ振興に尽力しました。

岩手町農産加工組合松本 栄（69）＝新田＝岩手U―15ホッケークラブ　男子チーム
町勢功労表彰特別表彰

松本 栄（69）＝新田＝

　令和５年９月に開催された中国杭州で開催され
た「第19回アジア競技大会」にホッケー男子日本
代表選手として準優勝に貢献。町のスポーツ振興
に寄与しました。

岩手町農産加工組合松本 栄（69）＝新田＝田中 海渡さん（28）＝一方井中出身＝
町勢功労表彰特別表彰

各種表彰者を紹介

町村自治の振興発展に貢献
全国町村監査委員協議会表彰

　令和５年10月24日付で、平成28年から７年以上、町監
査委員として在職する小島英亮さん（78）＝上大町＝と
佐々木由和さん（72）＝落合＝の２人が全国町村監査委員
協議会表彰を受賞しました。

小島 英亮さん（78）
＝上大町＝

佐々木 由和さん（72）
＝落合＝

五日市自治振興会
（岩舘亮輔 会長）

一方井婦人会
（久保八重子 会長）

中関 康一さん（65）
＝大渡＝
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入
や
、売
り
上
げ
や
必
要
経
費
を

項
目
ご
と
に
集
計
し
て
い
な
い
場

合
は
、申
告
受
付
を
お
断
り
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、す
べ
て
の
事
業
者
は
確

定
申
告
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、記

帳
・
帳
簿
書
類
の
作
成
と
保
存
が

必
要
で
す
。

例
年
、午
前
中
や
申
告
期
限
間

近
に
会
場
が
混
み
合
う
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
来
場
す
る
時
間
帯
を
ず

ら
し
た
り
、自
身
で
申
告
書
を
作

成
し
た
り
、郵
送
に
よ
る
提
出
も

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
所
得
税
の
確

定
申
告
は
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト（
Ｐ

Ｃ
、ス
マ
ホ
、タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど
）

を
利
用
し
た
電
子
申
告
が
で
き
ま

す
。
町
県
民
税
の
申
告
書
も
各
世

帯
に
１
枚
ず
つ
配
布
し
て
い
ま
す

が
、枚
数
が
足
り
な
い
場
合
は
コ

ピ
ー
し
て
使
用
す
る
か
、追
加
で

送
付
し
ま
す
の
で
町
税
務
会
計
課

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

医
療
費
控
除
の
明
細
書
の
未
記

町
・
県
民
税
、事
業
税
、所
得
税

の
申
告
時
期
が
近
づ
い
て
き
ま
し

た
。
準
備
は
済
ん
で
い
ま
す
か
？

令
和
５
年
中
に
事
業
や
給
与
収

入
が
あ
っ
た
人
で
申
告
が
必
要
な

人
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
営
業
や
農
業
、不
動
産
、譲
渡
、配

当
、山
林
な
ど
の
収
入
が
あ
っ
た
人

▼
２
カ
所
以
上
か
ら
給
与
を
受
け

取
っ
て
い
る
人

▼
給
与
以
外
に
収
入
が
あ
っ
た
人

▼
退
職
な
ど
に
よ
り
年
末
調
整
を

し
て
い
な
い
人

▼
公
的
年
金
を
も
ら
っ
て
い
る
人

で
、ほ
か
に
も
収
入
が
あ
っ
た
人

▼
公
的
年
金
の
み
を
も
ら
っ
て
い

る
人
で
、一
定
の
金
額
を
超
え
る
人

▼
源
泉
徴
収
票
に
記
載
さ
れ
た
控

除
の
ほ
か
に
控
除
を
追
加
・
修
正

す
る
人

※
令
和
５
年
中
に
収
入
が
な
い
人
、

非
課
税
の
収
入（
障
害
年
金
、遺
族

年
金
、失
業
保
険
な
ど
）の
み
だ
っ

た
人
で
も
、所
得
証
明
書
な
ど
を
交

付
す
る
場
合
や
、国
民
健
康
保
険
・

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
・
介
護
保

険
な
ど
各
種
制
度
の
判
定
の
た
め

に
、申
告
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま

す
。 申

告
が
必
要
な
人

●マイナンバーカード、またはマイナンバー通知カー
ドと身分確認ができるもの（運転免許証など）
●令和５年中の収入や必要経費が分かるもの
　給与所得者・公的年金受給者…源泉徴収票
　事業所得者など…収支内訳書や諸帳簿
●各種控除の内容が分かるもの
　･ 医療費控除…医療費控除の明細書（事前に記載が
　必要です）
　･ 社会保険料控除…国民年金や農業者年金・国民健
　康保険税などの領収書
　・生命保険料控除、地震保険料控除…保険会社など
　から発行される控除証明書
　・障害者控除…障害者手帳、障害者控除対象認定書など
●確定申告のお知らせのはがき
　（税務署から届いている場合）
●申告者本人名義の口座番号がわかるもの
　（所得税還付申告者）

※令和５年中とは、令和５年 1 月１日から 12 月 31 日のことです

申告納税相談
2月16日㈮
３月15日㈮

～

 町税務会計課 課税資産係　☎ 62‐2111（内線 522､523､524）申告納税相談（申告受付）日程

月　日
対 象 地 区 な ど

午前９時～午前11時 午後１時～午後３時 午後３時～午後７時
２月16日（金）【全地区】先行開催日（年金収入・給与還付のみ）
２月17日（土）
２月18日（日）
２月19日（月） 水堀・東部地区
２月20日（火） 水堀・東部地区
２月21日（水） 水堀・東部地区
２月22日（木） 川口地区
２月23日（金）                天皇誕生日
２月24日（土）
２月25日（日）
２月26日（月） 川口地区
２月27日（火） 一方井地区
２月28日（水） 一方井地区
２月29日（木） 一方井地区
３月１日（金） 【全地区】夜間開催日
３月２日（土）
３月３日（日） 【全地区】休日特別開催日
３月４日（月）                 申告休み
３月５日（火） 沼宮内地区
３月６日（水） 沼宮内地区
３月７日（木） 沼宮内地区
３月８日（金） 沼宮内地区
３月９日（土）
３月10日（日）
３月11日（月） 【全地区】まだ申告をしていない人
３月12日（火） 【全地区】まだ申告をしていない人
３月13日（水） 【全地区】まだ申告をしていない人
３月14日（木） 【全地区】まだ申告をしていない人
３月15日（金） 【全地区】まだ申告をしていない人

　会場：町総合開発センター ホール

申告に必要なもの

電
子
申
告
な
ど
の
お
願
い

事
前
集
計
の
お
願
い
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北
上
川
の
源
泉  

弓
弭
の
泉

投稿と問い合わせは役場企画商工課企画広報係62-2111［内線215］まで

きらり
まち ひと

「まち・ひと きらり」では、きらりと光る町の出来事や輝く人たちを紹介します。
あなたの地域・職場での話題をお寄せください。

いつか
どこかで

１歳児健診に来てくれたお子さん
のかわいい笑顔を紹介します。

お子さんの紹介
な ま え（地区）
保護者から一言

将来は五輪選手と先生

Smile
Babies No.411

僕
の
夢

私
の
夢

スマイル
ベイビーズ

佐々木政義さんの長女

佐々木 璃
り ず

純ちゃん（舘）

たくさん食べて、大きく
なってね♡

　葵唯さんの将来の夢は、ホッケー選手になって
オリンピックで優勝して金メダルを取ること。田
中泉樹さんのような大先輩に憧れて、自分も大き
な舞台に立ちたいと思うようになりました。咲心
さんの夢は、幼稚園か学校の先生になること。「こ
れまで出会った先生が、優しくて大好きで、自分も
平等に優しく接してあげたい」と話します。葵唯
さんはホッケーの大会で他県の人と一緒に試合を
することが楽しみで、咲心さんは英検のテストが
終わったら、お母さんとおいしいものを食べるこ
とが楽しみ！と話し、まぶしい笑顔を見せます。

My Dream

中村将さんの長男

中村 快
かい

くん（下野口町）

これからも一緒に楽しく
過ごそうね！

（一方井小5年）
三浦 葵

あ お い

唯さん 武田 咲
さ こ

心さん

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
発
表
と
交
流

ま
ち
づ
く
り
人
材
育
て
る
事
業

Topic
01

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム

発
表
会
」は
昨
年
12
月
３
日
、プ
ラ

ザ
あ
い
で
開
か
れ
ま
し
た
。
参
加

者
は
40
人
。
こ
の
催
し
は
世
代
を

超
え
た
交
流
を
通
じ
て
参
加
者
が

学
び
、自
身
の
将
来
像
や
町
の
未

来
に
つ
い
て
視
野
を
広
げ
よ
う
と

す
る
も
の
で
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｓ
Ｅ

Ｔ
の
運
営
で
本
年
初
開
催
。
参
加

者
は
８
月
に
町
内
事
業
者
な
ど
と

語
る
場
を
設
け
、見
つ
か
っ
た「
挑

戦
し
た
い
こ
と
」を
基
に
、11
月
に

町
内
事
業
者
で
コ
ー
ヒ
ー
の
ド

リ
ッ
プ
体
験
や
、十
和
田
果
樹
園

で
り
ん
ご
狩
り
体
験
な
ど
、ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

発
表
会
で
は
大
学
生
や
町
内
中
学

生
10
人
が
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
先
の

体
験
か
ら
得
た
学
び
や
、こ
れ
か

ら
町
で
や
っ
て
み
た
い
こ
と
を
ス

ラ
イ
ド
で
発
表
。
発
表
会
後
に
は

交
流
会
も
行
わ
れ
、参
加
者
は
町

の
未
来
や
理
想
の
将
来
像
に
つ
い

て
、世
代
を
超
え
て
話
し
合
い
ま

し
た
。
西
田
商
店
で
団
子
作
り
に

挑
戦
し
た
高
舘
ア
カ
リ
さ
ん（
沼

宮
内
中
３
年
）は「
お
店
の
人
も
お

客
さ
ん
も
優
し
く
接
し
て
く
れ

た
。
人
と
の
関
わ
り
が
大
切
と
感

じ
た
」と
感
想
を
話
し
ま
し
た
。①ボランティア経験を発表する高舘アカリさん

②交流会では参加者や大学生が意見を交わした

い
わ
て
ま
ち
女
性
の
会（
久
保

良
子
会
長
、会
員
１
５
０
人
）は
昨

年
11
月
26
日
、プ
ラ
ザ
あ
い
で
４

年
ぶ
り
に
歳
末
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

シ
ョ
ー
を
開
き
ま
し
た
。
当
日
は

約
２
０
０
人
が
来
場
。
会
員
を
中

心
と
し
た
地
区
ご
と
の
単
位
会
が

日
本
舞
踊
や
、フ
ラ
ダ
ン
ス
な
ど

こ
れ
ま
で
練
習
を
重
ね
て
き
た
舞

台
発
表
を
披
露
し
ま
し
た
。
ま
た

懐
か
し
の
歌
謡
曲
に
合
わ
せ
た
踊

り
や
、訪
問
買
取
の
ト
ラ
ブ
ル
事

例
を
紹
介
す
る
寸
劇
、復
興
支
援

ソ
ン
グ「
花
は
咲
く
」の
合
唱
な
ど

多
彩
で
充
実
し
た
内
容
の
22
演
目

に
、会
場
か
ら
温
か
い
拍
手
や
声

援
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

30
日
に
は
シ
ョ
ー
の
来
場
者
か

ら
寄
せ
ら
れ
た
協
力
金
３
万
５
千

円
と
、10
月
に
沼
宮
内
公
民
館
ま

つ
り
で
行
っ
た
福
祉
バ
ザ
ー
の

売
上
金
１
万
５
千
円
、計
５
万
円

を
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
寄
付
。

久
保
会
長（
64
）は「
来
場
者
の
皆

さ
ん
が
楽
し
み
な
が
ら
、協
力
金

を
町
の
福
祉
に
反
映
す
る
形
で

シ
ョ
ー
が
開
催
で
き
て
良
か
っ

た
」と
力
を
込
め
ま
し
た
。

Topic
02

多彩な演目に拍手喝采
女性の会が慈善ショー

個
性
豊
か
な
衣
装
に
身
を
包
ん
だ
会
員

に
よ
る
ダ
ン
ス
が
会
場
を
盛
り
上
げ
た

②

①

橋本大地さんの長女

橋本 陽
ひな

乃
の

ちゃん（横田）

ずーっとかわいい笑顔の
陽乃ちゃんでいてね♡

田村陸さんの長女

田村 心
この

葉
は

ちゃん（石神）

元気に育ってくれてあ
りがとう！

八幡平市と岩手町　ふるさと納税返礼品でコラボ
　八幡平市と町の「ふるさと納税の共通返礼品に関する自治
体間連携協定締結式」は昨年 12 月４日、同市役所で行われ
ました。この協定は、同市と町の特産品やサービスなどを組
み合わせたふるさと納税の共通返礼品を提供することで、地
域経済の相乗的な活性化を図ることが目的です。

【第１弾の共通返礼品】
・八幡平市「地ビール」と岩手町「缶つま」のセット
・八幡平市「純米吟醸酒」と岩手町「生ハムセシーナ」のセット
→各市町のふるさと納税ポータルサイトで公開予定です。今後さらなる魅力を組み合わせた特産品等の

共通返礼品の提供で地域経済の活性化が期待
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N e w s × S p o r t s

新人戦団体で初の準優勝
○沼宮内中・男子剣道部県

　第43回県中学校新人大会（剣道競技）は昨年11月18日
と19日の２日間、盛岡市の県営武道館で行われ、沼宮内中
の男子団体が準優勝を果たしました。予選リーグから準
決勝まで接戦を勝ち上がり、迎えた決勝では一戸に惜しく
も０－２で敗れましたが、同部発足以来初となる県大会の
団体準優勝に輝きました。現在の男子部員は８人で、うち
剣道経験者は３人。学校の部活動のほかにも、町の柔剣道
場で稽古を重ね、技術を磨いてきました。田沼夢

ゆ う と
翔部長（２

年）は「チーム全員で一本を大切にする、負けない剣道で準
優勝の成績を収められてうれしい」と喜びを話しました。

クリスマスツリーに飾り付けを行う園児

N e ws × S p o r t s

が 心安全を願いツリー飾る
○沼宮内保育所安

　沼宮内保育所（松森幸子所長、園児63人）の園児13人は
昨年12月12日、岩手警察署で防犯と交通安全の願いを込
めた星型の紙とリースをクリスマスツリーに飾り付けま
した。この催しは来署者に防犯や交通安全の意識を高め
てもらおうと、同署と北岩手地区少年警察ボランティア
協会が協力し開催。当日は、園児が高さ約２㍍のツリー
に飾りを結び付けました。飾りには「手をあげて道路を
わたります」や「大きな声でしらせます」など願いが書か
れており、柳本咲

さ く ら
良さん（６）は「連れていかれそうになっ

たら大声を出すよう気をつけたい」と話しました。

わ

ボ
ー
ル
を
必
死
に
追
い
か
け
る
参
加
者

　初心者向けのサッカーイベント「いわてまちサッカー
フェス2023」は昨年12月３日、森のアリーナで行われま
した。町体協と町サッカー協会の共催で初開催されたイ
ベントには、サッカー未経験の小学校就学前の園児25人
と、小学生19人など合計44人が参加。町地域おこし協力
隊の毛利華美さんを講師に、参加者はドリブルやシュー
トの練習、実戦形式の試合に汗を流しました。宮本千夏
さん（沼宮内小１年）は「初めてサッカーをしたけれど、
ゴールを決めれてうれしかった」と息を弾ませました。

サ ッカーの楽しさを知ろう
○いわてまちサッカーフェス ▼12月3日

▼12月12日 ▼11月18日､19日

次の大会へ闘志を燃やし練習に励む沼宮内中・男子剣道部

木
々
に
樹
名
板
を
設
置
す
る
団
員

　丹藤川自然愛護少年団（団員７人）は昨年11月25日、丹
藤川渓流の遊歩道で樹名板の設置作業を行いました。当
日は団員６人と育成会など計12人が参加。参加者は遊
歩道約1.5㌔を散策し、オオノキやトチノキなどの木々に
縦横約20㌢の大きさの樹名板をバネで巻きつけました。
設置枚数は33枚。樹名板には木の種類や特徴が書かれ
ており、団員は佐々木一弥育成会長の解説に耳を傾け、自
然への理解を深めました。大沢祐斗さん（川口小５年）は

「いろいろな木の種類を知れた」と目を輝かせました。

身 近な樹木の種類を知ろう
○丹藤川自然愛護少年団 ▼11月25日

白熱するラリーの応戦に汗
○町民卓球大会 ▼12月17日 オ ンライン使った体操教室

○シルリハ体操

　オンライン交流「シルバーリハビリ体操・栄養教室」は
昨年11月30日、一方井ほか３公民館で開かれました。当
日は35人が参加。当日は全身のストレッチを中心に11
種類のシルバーリハビリ体操と、町職員による栄養教室
が行われました。本教室は役場と各公民館をオンライン
で結んで２回目の実施。参加者は各会場の様子の映像を
共有し、体操のポイントを紹介するビデオを見ながら身
体をほぐしました。田村ヨスさん（72）＝大森＝は「ポイ
ントが分かりやすく、楽しく体操できた」と話しました。

▼11月30日

　スポーツを通して相手を尊重する気持ちを育もうと
「スポーツで学ぶ人権教室」は昨年12月１日、沼宮内中
（長島香乃子校長、生徒133人）で開かれました。当日は
３年生43人を対象に、バレーボールチームの岡崎建設
O
ア ウ ル ズ

wls（紫波町）の選手が実技指導。伊藤康宏監督は「良
いプレーや得点を挙げたときに、仲間に感謝を伝えたり
ハイタッチを交わすことで幸せが生まれる」と強調しま
した。丹治航

わたる
さんは「授業を通じて心が通い合ったり、仲

間と喜びを分かちあえた」と話し、笑顔を見せました。

バ レー授業で人権尊重学ぶ
○バレーボール人権教室

モ
ニ
タ
ー
と
指
導
を
見
て
体
操
に
励
む
参
加
者

▼12月１日

レ
シ
ー
ブ
練
習
で
仲
間
に
声
を
掛
け
合
う
生
徒

①、②世代ごとに白熱したラリーを展開する選手の皆さん

①

②

　第50回町民卓球大会は昨年12月17日、森のアリーナ
で開催され、男女問わずさまざまな世代の卓球愛好者が
迫力あるラリーを展開し、熱戦を繰り広げました。

【大会の結果】
◇小学生カブ・ホープスシングルス（男女混合）　①三浦
聖愛（川口卓球教室）　②今松莉紗（川口卓球教室）　③
佐々木美咲（川口卓球教室）　◇カデット男子（中学生２
年以下）シングルス　①佐藤幸智（川口卓球教室）　②丹
内啓太（川口中）　③西舘悠佑（沼宮内中）　◇カデット女
子（中学２年以下）シングルス　①工藤咲空（川口卓球教
室）　②田中優莉奈（一方井中）　③渡辺莉緒（沼宮内中）
◇一般団体戦（男女混合） ①TEAM STC　②寿広　③
久保体育協会A　◇一般シングルス（男女混合）　①瀬川
泰生（岩瀬張卓球クラブ）　②田屋舘昌弘（寿広）　③細野
清範（Peace）　ラージボールの部シングルス　①松原一
彦（TEAM STC）　②橘一彦（井組Xavier）　③佐藤浩一

（井組Xavier）　③中花翔（井組Xavier）　ラージボール
の部ダブルス　①山本昭・村山まゆみ　②中花翔・斎藤
輝　③岩舘カツ・上沢美恵子
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問い合わせは、町健康福祉課 子育て支援係　☎ 62‐2111（内線566）へ
健康・福祉情報

診療科 診療日 受付時間

内　科
月～金曜日 08:30 ～

11:30外　科

応援診療科（１月）
脳神経外科
※要予約 ９日

12:30 ～
14:30循環器（内科）

※要予約
12､15､26
29 日

小児科 12､26 日 13:00 ～
16:00

皮膚科 9､16､23､
30 日

13:00 ～
15:30

整形外科 19 日 8:30 ～
11:00

※休日当番医、応援診療科は予定を変更す
る場合がありますので、あらかじめ電話で
確認の上、来院ください。

沼宮内地域診療センター
県立中央病院附属

休日当番医 【受付時間】
　9:00 ～ 17:00

医 療

■軽い病気と思われる場合、休日の日中は休日当番医を利用ください。
夜間は平日、休日問わず夜間急患診療所をご利用ください。

　▽盛岡市夜間急患診療所　受付時間：午後７時～ 11時
　　（盛岡市神明町3-29 盛岡市保健所２階　☎ 019-654-1080）
　受診できる人は、なるべく日中の診療時間内に受診しましょう。
■症状が重い場合
　【受診場所】　小児救急入院受入当番病院（下記予定表のとおり）
　【対象】　症状が重く入院が必要と思われる子どもと、盛岡市夜間急
　患診療所や休日当番医が診療していない時間帯の急病の子どもを受
　け入れます。夜間は午後５時から翌朝９時までです。

　【受付時間】　土曜は午後１時～５時、夜間は午後５時～翌朝９時
　【注意点】　日中の診療時間に受診できる人は、時間内に受診してく
　ださい。また、重症な子どもの治療に支障をきたさないよう、まずは
　盛岡市夜間急患診療所を受診しましょう。
　日曜、祝日の日中は休日当番医を受診してください。

診療時間外の受診

　子どもの病気、事故の対処や、応急処置を相談できる夜間の電話窓口です。
・子ども救急相談電話　　　午後７時～午後11時

　・子ども夜間ケアダイヤル　午後11時～翌朝８時
　【電話番号（どちらの時間帯も共通、年中無休）】
　　☎019‐605‐9000 または局番なしの#8000

※ダイヤル式回線電話、ＩＰ電話、ＰＨＳからは ☎ 019‐605‐9000

当番病院の連絡先
【中　央】　県 立 中 央 病 院　☎ 019‐653‐1151
【日　赤】　盛 岡 赤 十 字 病 院　☎ 019‐637‐3111
【国　立】　国立病院盛岡医療センター　☎ 019‐647‐2195

子どもが急病のとき

日 月 火 水 木 金 土
1/1
中央

２
日赤

３
国立

４
中央

５
国立

６
中央

７
日赤

８
中央

９
日赤

10
国立

11
中央

12
日赤

13
国立

14
中央

15
日赤

16
中央

17
国立

18
日赤

19
中央

20
中央

21
日赤

22
中央

23
日赤

24
国立

25
中央

26
中央

27
国立

28
中央

29
日赤

30
中央

31
国立

2/1
中央

２
国立

３
日赤

４
中央

５
日赤

６
中央

７
国立

８
日赤

９
中央

10
国立

一人で悩まず相談ください

▶男女共同参画センター相談室　☎ 019‐606‐1762
家族、職場の悩み、交際相手や性別、性的指向（ＬＧＢＴ）に関する悩み

などの相談を受け付けています。

QRコードからも
当番病院を

確認できます

岩手沼宮内クリニック
北上脳神経外科クリニック
佐々木医院
佐藤整形外科クリニック
佐渡医院
さわやかクリニック
沼宮内地域診療センター

当番医実施医療機関の電話番号

☎61-2025
☎61-3636
☎62-2234
☎68-7240
☎62-3211
☎62-2043
☎62-2511

※予約不要です。日頃の思いを
　話してみませんか？

【開催日】１月９日、1 月 22 日、２月 13 日
　　　　  毎月第２、第４月曜日 （祝日の場合翌日）

▶町健康福祉課　☎ 62‐2111（内線 564）
▶盛岡いのちの電話　☎ 019‐654‐7575（正午～午後 9 時、
 日曜日のみ午後 6 時まで）　▶県精神保健福祉センター
 ☎ 019‐622‐6955（午前 9 時～午後６時）

【時　間】  午後１時～３時
【場　所】  プラザあい１階

町傾聴ボランティア
「おひさまサロン」

▶予約窓口：町健康福祉課
☎ 62 － 2111（内線 556）

【開催日】１月 23 日（火） （年６回開催） 　
　精神科の医師に個別で、心の悩みを相談できます。

【時　間】  午後２時～４時（完全予約制）
【場　所】  町保健センター

岩手町
　こころの相談

こども救急相談電話・こども夜間ケアダイヤル

日（曜） 町内当番医 近隣当番医

１（月）佐藤整形外科クリニック
２（火）なし 八角病院､八幡平市立病院
３（水）佐々木医院
７（日）佐渡医院 八幡平市立病院
８（月）岩手沼宮内クリニック
14（日）なし 八角病院､八幡平市立病院
21（日）さわやかクリニック
28（日）北上脳神経外科クリニック 八幡平市立病院

４（日）佐藤整形外科クリニック 八幡平市立病院
11（日）なし 八角病院

１月

八角病院（盛岡市）　☎019‐682‐0201
八幡平市立病院　　☎76‐3111

近隣当番医の電話番号

※１月２日、14 日、２月 11 日は町内当番医がありま
せんので、近隣当番医をご利用ください。

２月

今こそ、はたちの献血
　　町健康福祉課　健康推進係
　　☎  62‐2111 （内線556）

若い世代の協力が必要です

 【今後の献血予定（町内）】
日　程 場　所

令和６年３月 22 日（金）
▽ 午前 9 時 30 分 ～ 11 時 30 分
▽ 午後１時 30 分 ～ ４時

・ＪＡ新いわて岩手支所
・岩手町役場

【もりおか献血ルーム・メルシー】
受付時間（※12月31日・１月１日は定休日）

　少子高齢化の影響により、主に輸血を必要とする
高齢者層が増え、若年者層が減少しています。
　10 代から 30 代の若年層の献血者数は過去 10
年間で約 31 ㌫も減少しており、このまま減少傾向
が進むと、血液の安定供給に支障をきたすおそれが
あります。
　今後も患者さんに血液を安定的に届けるために
は、今まで以上に若い世代の献血へのご理解とご協
力が不可欠です。
　若い世代の皆さんも、この機会に献血に行ってみ
ませんか？

■ 成分献血　　午前 10 時～正午、午後２時～５時
■ 200・400ml 献血
　午前 10 時～午後０時 45 分、午後２時～５時 45 分
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◆チビッコ映画会（小学生向け）

　１月 25 日（木）午後３時～

◆おはなし会（小学校就学前の親子）

　１月 28 日（日）午前 11 時～
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芸

町立図書館 ☎62-2877

短
歌

新

夫
乗
り
し
バ
イ
ク
手
離
し
ま
た
ひ
と
つ
遺
品
の

失
せ
て
淋
し
さ
の
増
す

　
　
　
　

愛
木
タ
エ
子

煙
吐
く
阿
蘇
の
山
々
雄
大
な
涅
槃
像
の
ご
く
見

ゆ
る
秋
の
日

　
　
　
　

伊
藤

一
陽

亡
き
母
の
頬
に
触
れ
た
る
感
触
を
三
十
年
の
ち

の
今
も
忘
れ
ず

　
　
　
　

岩
舘

カ
ツ

北
風
は
枝
こ
と
ご
と
く
鳴
ら
し
行
く
寒
太
郎
来

ぬ
ま
に
早
く
か
へ
ら
む

　
　
　
　

昆
野

功
夫

秋
じ
ま
ひ
す
る
こ
の
時
季
を
待
っ
て
い
た
か
の

や
う
に
義
母
人
生
を
終
ふ

　
　
　
　

瀬
川

浩
美

友
と
会
ひ
齢
八
十
九
と
聞
き
た
れ
ば
平
均
寿
命

に
ま
だ
ま
だ
先
と

　
　
　
　

高
橋　
　

糸

白
鳥
は
声
交
は
し
つ
つ
渡
り
ゆ
く
再
た
び
来
る

を
願
ひ
て
送
る

　
　
　
　

橋
本

智
代

新
雪
に
大
き
く
た
は
む
木
の
枝
に
い
ま
お
も
む

ろ
に
朝
日
か
が
や
く

　
　
　
　

山
口

國
男

図書館だより

ジャンル 書　　　名 著　　者

小説

鋼の絆 五十嵐　貴久
星を編む 凪良　ゆう
夜明けのはざま 町田　そのこ
ともぐい 河崎　秋子
こちら空港警察 中山　七里
わたしに会いたい 西　加奈子

エッセイ
思い出の屑籠 佐藤　愛子
60代、少しゆるめがいいみたい 岸本　葉子

児童絵本

犬ずもう 最勝寺　朋子
このほん かげやま　とおる
ムーミントロールの冬 マヤ・ヨンソン
どんなくるまにのるでしょう？ 鈴木　まもる

児童読み物
ネコはとってもいそがしい 吉野　万理子
願いがかなうぽかぽか魔法 あんびる　やすこ

児童実用書
アンパンマン大図鑑 やなせ　たかし
給食にでてくる魚と切り身図鑑 こどもくらぶ

御朱印でめぐる
東北のお寺

がん経験者の
リアルな生活

ＪＡ全農米穀部
さんのかんたん
健康ごはん

Ｄｒ．モルック

開館時間　午前９時～午後６時

赤マスの日は休館日です。
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選

川
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町の地域おこし協力隊が毎月、岩手町の魅力をお伝えします。

新たなステージの始まり
～果たしてビールはできるか！？～

町のＳＮＳフォローをお願いします！

Vol.
70

K
こ び る
OBIRUじかんの「こびる」とは、

「農作業の合間の休憩、軽食」の意味。
　農作業の休憩時間に、気軽に読んで
ほしいと思いを込めたコーナーです。

今月は、笹渡が担当します。

　新年あけましておめでとうございます。
　今年は辰年。昇り龍の勢いで新たな目標にチャレン
ジしようと決めた人もいるのではないでしょうか。
　私は地域おこし協力隊として２回目のお正月を迎え
ることができました。昨年はやっとコロナ禍が落ち着
いて行動制限が緩和されたこともあり、町全体の活動
も一気に再起動を始め、あっという間の１年でした。
お祭り事にも参加させていただき、町のにぎわいを実
感できただけでなく、町の魅力に触れる機会も多い年
でありました。
　協力隊個人の活動としては、岩手町の自然環境に生
息する発酵にかかわる微生物の探索・調査を行い、発
酵の立役者ともいえる「酵母」という微生物を分離す
ることに成功した年でもありました。今年は次なるス
テージとして見つかった酵母を利用し、いわてまち

ビール（仮称）の開発へと進めるべく、年明け早々か
らビール醸造の検討※を開始します。果たして町か
らとれた酵母はビールを作ってくれるのか、不安もあ
りますがそれ以上にワクワクしています。この活動を
通じて、町にはまだまだ未利用となっている資源があ
ることを実証する年にしたいと思っています。また、
今年も積極的に町内の活動にも参加して、皆様と交流
できることを楽しみにしております。
　まだしばらくは寒さが骨身にしみる季節が続きます
が、皆様におかれましてはお体ご自愛いただき、今年
一年が実りある年になりますよう祈念します。
※ビール醸造免許のある県内の醸造所に依頼して実施します。

図 書館の行事

着図書 １月
日 月 火 水 木 金 土

1 ２ ３ ４ ５ ６

７ ８ ９ 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30 31

２月
日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３

４ ５ ６ ７ ８ ９ 10

11 12 13 14 15 16 17

①岩手町の自然界に生息する微生物たち
②取り出した微生物の解析作業

① ②
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情 報 問い合わせ先
 申し込み先
メールアドレス

岩手町役場
☎ 62‐2111

イ ン デ ッ ク ス

公的年金の源泉徴収票
■日本年金機構

　日本年金機構より令和５年分公
的年金などの源泉徴収票を令和６
年１月中旬から順次送付します。
送付対象は、老齢・退職を事由と
する年金を受給している人全員で
す。障害年金や遺族年金は、非課
税所得ですので、源泉徴収票は送
付していません。
　前年にあらかじめねんきんネッ
トによる電子送付希望の登録を
した人は、マイナポータルで電子
データを受け取れます。源泉徴収
票に関するお問い合わせは「ねん
きんダイヤル」へお願いします。
紛失などによる再交付を希望する
場合は「ねんきんダイヤル」か「ね
んきんネット」で再交付申請がで
きます。

　日本年金機構ねんきんダイヤ
ル　☎0570‐05‐1165

顔認証マイナンバー申請
■町民課戸籍住民係

　マイナンバーには暗証番号の
設定が必要ですが、設定や管理に
不安がある人には、暗証番号の設
定が不要となる「顔認証マイナン
バーカード」の作成・切り替えが
できるようになりました。

　町民課戸籍住民係（役場１階
①番窓口）　☎62‐2111（内線
503、506、507）

確定申告は電子申請で
■盛岡税務署

ご自宅で、スマホなどからマイ
ナンバーカードを使って国税庁
ホームページ内の「確定申告書等
作成コーナー」で簡単に確定申告
書の作成、提出ができます。
▼確定申告書等作成コーナー

■来場を希望される人へ
　盛岡税務署では、確定申告会場
を次のとおり開設します。

【開設会場】　アイーナ７階
【開設期間】　２月16日（金）～３
月15日（金）（※土日、祝日を除く）
※２月25日（日）は開設します。

【開設時間】　午前９時～午後４時
　申告書作成会場の混雑緩和のた
め、会場の入場には「入場整理券」
が必要です。この整理券は会場で
当日配布しますが、配布状況に応
じて、後日の来場をお願いするこ
とがあります。
　なお、ＬＩＮＥを通じたオンラ
インによる事前発行も可能です。

　マイナンバーカード（同カード
発行時に設定した暗証番号を含
む）をお持ちの人は、ご持参くださ
い。※申告作成会場に無料駐車場
はありません。盛岡税務署内には
申告書作成会場を設けていません
ので、ご注意ください。

　盛岡税務署　☎019‐622‐
6157

水道の凍結に注意
■町水道事業所

　朝晩が冷えこむ季節となりまし
たが、水道の凍結にご注意くださ
い。水道の凍結は、気温がマイナ
ス４℃以下になると起こりやすく
なります。

おやすみ前やお出かけの際には
忘れずに水抜きしてください。半
開きのままだと水道水が地下に流
れ出て、使用水量が増えてしまい
ます。なお、水抜き栓の開け閉め
については、全開・全閉の状態に
してください。万が一、水道管が
凍結してしまった場合は指定工事
店に解凍の依頼をしてください。

【指定工事店】
▶家村鉄工所（☎62‐2780）▶一
方井採石㈲（☎62‐2711）▶上路
水道（☎62‐3119）▶㈱タックハ
ウス（☎62‐3715）▶㈲田村水道

（☎62‐3107）▶㈲中居建設（☎
62‐3814）▶ 西 村 水 道（ ☎62‐
2832）▶村田水道（☎62‐3602）

　町水道事業所管理係
☎62‐2111（内線372）

林業退職金共済制度
■退職金制度

　林業退職金共済制度（林退共）
は、昭和57年に発足した林業界で
働く人のために国が作った退職金
制度です。この制度は、事業主の
皆さんが従事者の働いた日数に応
じて掛け金となる共済証紙を共済
手帳に貼り、その従事者が林業界
をやめたときに林退共が退職金を
支払うという、いわば林業界全体
の退職金制度です。
　掛け金は税法上について法人で
は損金、個人企業では必要経費と
なります。掛け金の一部を国が免
除します。雇用事業主が変わって
も退職金は企業間を通算して計算
されます。

【事業主の皆様へ】　▽共済証紙は
労働日数に応じて適正に貼付して
ください　▽共済手帳を所持して
いる従事者が林業界を引退すると
きは、忘れずに退職金を請求する
よう指導してください

　独立行政法人勤労者退職金
共済機構林業退職金共済事業本部
☎03‐6731‐2889

介護計画の意見募集
■盛岡北部行政事務組合

　盛岡北部行政事務組合では「第
９期介護保険事業計画（素案）」に
ついて、意見を募集しています。
計画案は、同組合のホームページ

（https://m-hokubu.or,jp/）また
は町長寿介護課の窓口で閲覧でき
ます。

【応募方法】　１月19日（金）まで
に郵送またはFAX、Eメール、持
参により提出ください。

　〒028‐7405　八幡平市平舘
27‐49　盛岡北部行政事務組合
☎74‐2716　FAX 74‐3696

道路側溝の適切な管理
■町建設課

　道路側溝の中や周辺に、バケツ
や手桶などが置いてあったために
水があふれる事案が見られます。
また側溝のふたを外したまま元に
戻さないと、歩行者や自動車が転
落する可能性があり、危険です。
　道路側溝は道路の路面排水を処
理するために設置する大切な設備
です。水の流れを良くするため、
側溝の中や周辺に詰まりの原因と
なるものは置かない、ふたは外し
たら元に戻すよう、適切な管理に
ご協力ください。

　町建設課維持管理係　☎62‐
2111（内線324）

キャリアアップ助成金
■厚生労働省

　厚生労働省では「年収の壁」強化
パッケージの１つとして、非正規
労働者のキャリアアップを促進
するため、令和５年10月１日から
キャリアアップ助成金（社会保険
適用時処遇改善コース）を新設し
ました。
　キャリアアップを行った事業
主へ労働者１人につき「最大50万
円」を助成します。

　「年収の壁突破・総合相談窓
口」コールセンター　☎0120‐
030‐045

ビッグブルズの試合に招待
■岩手ビッグブルズ

　県内のファンを増やそうと、岩
手ビッグブルズでは、２月10日と
11日に、盛岡タカヤアリーナで開
催される試合に町の皆さんを無料
招待します。会場で選手を応援し
ましょう。

【招待チケットの配布】　受け取り
期間（１月13日～２月10日）に、お
住まいの住所が分かるものをベル
プラス沼宮内店または、ジョイス
沼宮内店の窓口にご提示くださ
い。試合当日、会場でチケットの
お渡しも行っています。

（チケットは１人４枚まで）
【試合日時】　①２月10日（土）午
後５時　②２月11日（日）午後12
時40分

【試合会場】　盛岡タカヤアリーナ
【対戦相手】　福島ファイヤーボンズ
▼公式ホームページ

　㈱ビッグブルズ事業部　
☎019‐681‐6257

働き方を見直しましょう
■岩手労働局

　年次有給休暇の取得推進は、働
く人にとって心身の健康保持・増
進、会社にとっては生産性向上や
企業イメージの向上につながりま
す。年次有給休暇を取得しやすい
環境づくりに取り組みましょう。
　「年次有給化の計画的付与制度」
を導入し、年次有給休暇付与計画
表を使った個人別付与方式を活用
すれば、休暇の分散化につながり
ます。

　岩手労働局雇用環境・均等室
☎019‐604‐3010

冬季の省エネ・節電
■いわてエコアクション

　県では、地球温暖化防止のた
め「いわてエコアクション2023-
2024 冬編」を実施しています。
　今冬はCO₂削減や岩手らしさ
を盛り込んだエコ川柳を募集しま
す。最優秀作品には「緑の募金付
きQUOカード1,000円分」をプレ
ゼントしますので、ふるってご応
募ください。

　県地球温暖化防止活動推進
センター　☎019‐606‐1752

多重債務相談窓口
■借入金などの無料相談

　東北財務局盛岡財務事務所で
は、借入金を返済することが難し
くなったなどの相談に応じていま
す。（秘密厳守・無料）

【相談電話】　☎019‐622‐1637
【曜日・時間】　月～金曜日（祝日、
年末年始除く）午前８時30分～正
午、午後１時～４時30分

東北財務局　盛岡財務事務
所　☎019‐625‐3353
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人口の動き
　人　口　
　世帯数
　　男
　　女

　11,874 人

　  5,347 世帯

　  5,822 人

　  6,052 人

前月比　（－ 46）

　（－ 31）

　（－ 32）

　（－ 14）

令和５年 11 月 30 日現在 

▼出生１人 ▼死亡 22 人 ▼外国人住民 141 人
▼転入 23 人 ▼転出 43 人

　組数、人数の（ ）内は実数です。
　町内に住所がある人で、広報に掲載を希望する人のみ掲
載しています。掲載希望の有無は、届け出の際に役場町民
課にお話しください。

日 （曜） 時　間 行　事　 場　所

１ （月）   8:00 ～ 第 50 回町元旦健康マラソン大会 プラザあい

４ （木）   9:00 ～ 町小中学校・高校絵画コンクール作品展
（～ 21 日） 石神の丘美術館

７ （日）
  9:40 ～ 消防出初式 役場駐車場

13:30 ～ 岩手町はたちのつどい プラザあい

10（水） 10:00 ～ そらくもカフェ（北山形・岩瀬張地区住民対象） 東部デイサービス
センター

17（水）
10:00 ～

盛岡年金事務所出張相談
（要予約：盛岡年金事務所☎ 019‐623‐6211） ゆはず交流館

福祉のしごと出張相談会（相談無料） ハローワーク沼宮内

13:00 ～ １歳６か月児健診
（対象：令和４年５月９日～７月 17 日生まれ） 町保健センター

18（木）   8:30 ～ まんまと湯っこの会 町老人福祉センター

19（金）   9:00 ～ 人権・行政相談 沼宮内公民館

24（水） 13:00 ～
６カ月児健康診査（令和５年７月生まれ）
９カ月児健康診査（令和５年４月生まれ）
１歳児健康診査（令和５年１月生まれ）

町保健センター

25（木）
  9:30 ～ 離乳食教室（初期コース） 町保健センター

10:00 ～ 子育てサロンすくすく 町保健センター

27（土） 11:00 ～ 食育食堂 どんぐり山（小学生以下無料）
（要予約：代表くまがい ☎ 090‐4734‐2832）　

五日市
生活改善センター

30（火）   9:00 ～ 5 歳児相談
（対象：平成 30 年９月 21 日～平成 31 年３月 31 日生まれ） 町総合開発センター

31（水）   9:30 ～ 離乳食教室（中期コース） 町保健センター

町民カレンダー１月

２ 月

※広報掲載後に予定が変更になる場合もありますが、そのときは、町ホームページや
回覧などでお知らせします。なお、町内の団体などもこの欄をご利用ください。

日（曜）時　間 行　事　 場　所

１（木）  9:30 ～ 妊婦教室 町保健センター

６（火）13:00 ～ 悪質商法トラブル・多重債務出前相談会
（要予約：町総務課行政係☎ 62-2111 内線 204） 町総合開発センター

７（水）  9:00 ～ 書初めコンクール入選作品展（～ 25 日） 道の駅「石神の丘」
道路情報休憩施設

14（水）13:00 ～ ３歳児健診
（対象：令和２年５月９日～８月 14 日生まれ） 町保健センター

◆ 町税などの納付期限 ◆
町県民税（４期）
国民健康保険税（７期）
後期高齢者医療保険料（７期）

１月 31 日（水）
口座振替日：1 月 25 日㈭

よろこび かなしみ

11 月受け付け分
●お婿さん、お嫁さん● ０組（０組）

●生まれたお子さん●  ０人（１人）

日 お名前（年齢） 世帯主 行政区

２ 遠藤　サダ （96） 德 平 上 黒 内

２ 福士　善幸 （83） キ ヨ 豊 岡

８ 瀨川　節子 （77） 本 人 境 田

９ 荒屋　治郎 （93） 治 彦 橋 場

９ 佐藤　五郎 （88） 本 人 二 ツ 森

13 横澤　美智子（63） 本 人 上 横 沢

16 千 　一雄 （91） サ ヨ 葉 木 田

22 千 　サヨ （88） 本 人 葉 木 田

22 遠藤　昭七 （88） 美都子 黒 石

23 田中　ハチエ（91） 本 人 土 川

25 岩﨑　順子 （80） 本 人 雪 浦

26 瀨川　京 （91） 勇 野 原

28 久保　八重治（94） 香 士 一 方 井

29 浮中　時子 （93） 本 人 石 神

29 杣　留吉 （89） 本 人 城 山

● 亡 く な ら れ た 人 ● 15 人（22 人 ）

▼ 11月

選挙

育児

町議会議員選挙の日程が
７月７日に決定

　任期満了（令和６年７月 20 日）に伴う「岩手町議会
議員選挙」については、７月７日に執行することと決定
しました。なお「立候補予定者説明会」などの日程につ
いては、改めてお知らせします。
　なお、今回から供託金制度と選挙運動公費負担（公営）
制度が導入されます。供託金制度とは、当選を争う意思
のない人が、売名などの理由で無責任に立候補すること
を防ぐもので、得票が供託物没収点に届かない場合、供
託金（15 万円）は没収され、選挙運動の費用はすべて候
補者が負担します。

　選挙運動公費負担（公営）制度は、お金のか
からない選挙のため、候補者間の選挙運動の機
会均等を図るために導入された制度です。町議
会議員選挙では、選挙運動用の自動車、ポスター、
ビラにかかる費用は、限度額の範囲内で公費負
担されます。なお町が公費負担する候補者は、
供託物没収点以上の得票を得た候補者に限られ
ます。

学童保育クラブ入所受付開始（令和６年度）

【町内の学童保育クラブ】
クラブ名 定員 実施場所 申込書提出先 問い合わせ先

川口学童保育クラブ 30人 川口保育所
町健康福祉課
子育て支援係
または各クラブ

川口保育所  ☎ 65‐2131

第２川口学童保育クラブ 30人 川口地区社会体育館
沼宮内児童館
☎ 62‐2059

沼宮内学童保育クラブ 70人 沼宮内児童館

一方井学童保育クラブ 30人 一方井健康センター

岩手中央児童クラブ 30人 岩手中央幼稚園・保育園 岩手中央幼稚園・保育園  ☎ 62‐3076

※定員を超える申し
込みがあった場合に
は、ほかの学童クラブ
への調整を行う場合
がありますのでご了
承ください。

行政 住民基本台帳閲覧状況を公表
住民基本台帳法第 11 条第３項の規定に基づき、令和

４年４月１日から令和５年３月 31 日までの閲覧状況を
公表します。
　■　法人または個人による閲覧　　　　　０件
　■　国や地方公共団体の機関による閲覧　１件
【名  称】　文化庁　国語科  町民課戸籍住民係　☎62‐2111（内線503）

【利用目的】　「令和４年国語に関する世論調査」の
対象者抽出

【閲覧年月日】　令和４年 11 月９日
【閲覧した住民の範囲】　満 16 歳以上（平成 18
年 12 月末まで生まれ）の日本人男女 15 人

　保護者の仕事と子育ての両立を支援するため、学童保
育クラブの申込受付をします。

【対象者】　小学１～６年生の児童。日中、父母や祖父母
などが在宅する家庭の児童は登録できません。

【申込方法】　町健康福祉課または各学童保育クラブに備
え付けの申込書に記入のうえ、ご提出ください。

※申込書は町ホームページからダウンロードできます。
【受付期間】　１月 15 日（月）～２月 15 日（木）
【費用】　おやつ代や教材費などは保護者の負担となりま
す。金額は各クラブにより異なります。

【利用時間】　▼平日　下
校時～午後７時　
▼土曜日・学校休業日・
長期休業日など　午前７
時 30 分～午後７時

【休館日】　日曜日、祝日、
国民の休日、年末年始など

 町健康福祉課子育て
支援係　☎62‐2111（内
線565・566・567）

■選挙期日
令和６年７月７日（日）
■告示日
令和６年７月２日（火）

 町選挙管理委員会　☎62‐2111（内線204）
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沼宮内高の魅力、生徒の様子を紹介します！

に組み合わせ、爽やかな色づかいを意識しました。
（作者から）特産のキャベツとブルーベリーを煎餅

今年も沼高生がアイルランドへ！
沼宮内高の楽しい
情報発信は⇒⇒⇒

訪問交流事業が始動

　高校生のアイルランド訪問交流事業の事前研修会
が昨年 12 月 20 日に開かれました。この事業は、
東京 2020 オリンピックのホッケー女子代表選手
のホストタウン事業をきっかけに始まり、今回が２
回目の実施です。研修会では、参加生徒の自己紹介
や、今後のスケジュールと海外旅行に必要なものな
どの説明が行われました。
　今回アイルランドを訪問するのは、事業の参加を
希望した２年生３人と１年生２人の合計５人。生徒
は２月下旬に日本を出国し、アイルランドの首都・
ダブリンに５日間滞在します。交流事業の目的は、
滞在の間に現地の中学や高校を訪れ、同年代の学生
と文化交流を通じて「岩手町」を多くのアイルラン
ドの皆さんに知ってもらうことです。
　そもそも海外へ行くことが初めてと話す５人の希
望動機は「自身の英語力向上につなげたい」や「外

国に住んでいる人とコミュニケーションを深めた
い」などさまざま。海外経験を通じて自分自身や地
元のことを見つめ直したり、10 代の貴重な学生生
活をアイルランドで過ごすことは、彼らにとってか
けがえのない経験となるはずです。生徒が学び、体
験してきたことは３月 16 日に開かれる「町アイル
ランドフェスティバル」の場で発表される予定です。

事業に参加を希望した理由を話す生徒
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　広報いわてまちは、『記
者ハンドブック新聞用字
用語集第 14 版』に基づ
いて記事を作成していま
す。原則、よろこびかな
しみコーナー以外は常用
漢字を使用しています。
　氏名などを掲載する場
合も、常用漢字での掲載
となります。ご理解をよ
ろしくお願いいたします。
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を町社会福祉協議会に寄付（㊧２番目から）横田優翔さん、遠藤晟連さん、小沢一期さん（２年）
沼高祭でブルーベリー染めグッズと風景写真カレンダーを販売し、売上金の一部（23,343円）




